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第１８回守口市子ども・子育て会議 議事録

○議 事 日 程

平成２９年７月６日（木）午後３時開会～午後 5時 15分閉会

○開 催 場 所

守口市中央コミュニティセンター５階 大ホール

○出 席 委 員 （１３名）

黒川 清

小﨑 恭弘

木下 隆志

萩原 朋子

房岡 徹

森園 泰子

河田 英子

邨橋 雅廣

上野 育子

下江 弘子

高橋 恵美子

正木 敬二

郡司 弘子

○市 出 席 者

こども部長 大西

こども部次長 田中

こども政策課長 米田

こども政策課主任 辻本

こども政策課 柴田

こども政策課 松永

保育・幼稚園課長 西口

保育・幼稚園課主任 瀧口

保育・幼稚園課主幹 松原
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放課後こども課長 西川

放課後こども課長代理 有光

子育て支援課長 樋口

○案 件

（１）開会

（２）議題

①特定教育・保育施設等重大事故検証委員会委員の指名について

②「守口市子ども・子育て支援事業計画」第５章の平成２８年度進捗状

況についての報告

③もりぐち児童クラブの利用に関するアンケート調査結果についての報

告

（３）その他

事務連絡

（４）閉会
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◇ 午後３時００分 開会

○会長 ただいまから第１８回、本年度最初ですけども、第１８回の守口市

子ども・子育て会議を開催したいと思います。

まず初めに、事務局から本日の出席委員について報告を求めます。事務局、

お願いします。

○事務局 本日は１１名の御出席でございます。

○会長 ありがとうございます。今、報告がありましたように、定足数を超

えておりますので、会議は成立しております。そして、本日の議事録の署名

委員を、いきなりですけど、河田委員と、それから邨橋委員にお願いしたい

と。お願いいたします。

そして、議題に始まる前に、ちょっと御報告がございます。昨年度という

か、守口市子ども・子育て会議委員の里見恵子先生が、平成２９年５月２３

日に御逝去されました。皆さん御存じのことと思います。それで、その後初

めての会議です。哀悼の意をあらわして黙祷をひとつしたいと思いますので、

済みませんけど皆さん御起立いただけますか。

そしたら、里見恵子先生に黙祷。

ありがとうございました。御着席ください。ありがとうございました。

では、続いて、今回から新たに公職というか、そういう機関の方々も何人

か変更になっておるんですけれども、委員として新しくお迎えする方々もお

られます。まず、学識経験者のほうから紹介させていただきたいと思います。

学識経験者の方は新しく２名、委員とさせていただきましたので、里見委員

がお亡くなりになったことに伴い、欠員が生じていますので、欠員を補う必

要がありました。

また、当子ども・子育て会議は、子どもにかかわる非常に広い分野を所轄

しておりますので、学識経験者を１人増員してはというふうになりまして、

あわせて人選させていただき、今回、２名の方に新たに委員に加わっていた

だくことになりました。ですから、１人目ですけど、大阪教育大学教育学部

教員養成課程家政教育講座准教授の小﨑恭弘先生にお願いいたしました。先

生、御挨拶を一言お願いできますか。
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○委員 皆様、はじめまして。大阪教育大学から参りました小﨑と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

もともと兵庫県西宮市で保育士をしておりまして、子ども・子育てに関す

るさまざまなことを、今、研究しております。特に男性が育児にかかわると

いうこと、あるいは保育士の専門性養成ということをやっております。どう

ぞよろしくお願いいたします。

○会長 ありがとうございました。もう一人の学識経験者ですけど、芦屋学

院短期大学幼児教育学科准教授の木下隆志先生、お願いいたします。

○委員 木下隆志と申します。はじめまして。よろしくお願いします。

私自身は障害関係です。子どもの障害であったりとか、思春期の方の、特

に精神疾患のほうをこれまでずっとやってきておりました。今、幼児教育学

科ということで、大学のほうでも福祉のほうを中心に教えさせていただいて

おります。何かの力になれればと思いますので、よろしくお願いします。

以上です。

○会長 ありがとうございます。続きまして、本年４月の人事異動あるいは

所属されている団体の役員選挙に伴い、今回から新たに当会議の委員として

お迎えする方々の紹介をさせていただきます。守口市やくも幼稚園の園長、

東悦子委員にかわりまして、同じく守口市立やくも幼稚園園長、藤村喜代美

委員は、本日欠席となっております。それから、守口市立認定こども園会か

らは、守口中央こども園園長、西山梢委員にかわりまして、理事長、邨橋雅

廣委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

○委員 門真の大久保にあります、たちばな東保育園の理事長をしておりま

す邨橋です。よろしくお願いします。守口の私立認定こども園会なんですけ

れども、実は私、門真のほうで幼稚園をしておりまして、幼稚園のほうもわ

かってますし、保育園のほうもわかってるということで、どちらかといえば、

子どもにとってどういうことが一番大事なのかなという観点でお話しさせて

いただけたらなと思います。河田委員とも親しくさせていただいているので、

子どもの世界についての、私たち事業者としていろんなことをお話しさせて

いただこうと思っておりますので、よろしくお願いします。

○会長 よろしくお願いします。それから、大阪府中央子ども家庭センター
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からは、森本教恵委員にかわりまして、同センター総務企画課課長補佐の林

めぐみ委員にお願いしておりますが、本日欠席となっております。また御挨

拶いただこうと思います。

以上で、新しく委員になられた方の紹介を終わらせていただきます。では、

皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。活発な議論をいただければと思

います。

本日は、一応、議題が３件あります。それで、まず最初に配付資料の確認

をしたいと思いますので、事務局、お願いします。

○事務局 本日の配付資料の説明を行わせていただきます。

資料１はＡ４サイズの１枚もの、守口市子ども・子育て会議委員名簿です。

資料２はＡ４サイズで両面刷りの１枚もの、守口市子ども・子育て会議設

置条例です。

資料３はＡ４サイズの１枚もの、守口市子ども・子育て会議運営要領です。

資料４はＡ４サイズで両面刷りの１枚もの、守口市子ども・子育て会議傍

聴要領です。なお、資料２と資料４については、平成２９年度１回目の会議

ということで配付させていただいたものでございます。

資料５はＡ４サイズの１枚もの、平成２９年度スケジュール（案）です。

資料６はＡ４サイズの１枚もの、特定教育保育施設等重大事故検証委員名

簿です。

資料７－１はＡ４サイズの２枚もの、「守口市子ども・子育て支援事業計

画」第５章平成２８年度進捗状況の公表までの流れです。

資料７－２はＡ３サイズで両面刷りの１０枚もの、「守口市子ども・子育

て支援事業計画」第５章平成２８年度進捗状況（評価シート）です。

資料８－１はＡ４サイズの１枚もの、もりぐち児童クラブ利用に関するア

ンケート調査結果概要です。

資料８－２はＡ４サイズの冊子１枚ものもりぐち児童クラブ利用に関する

アンケート調査結果報告書です。

参考資料１はＡ４サイズの１枚もの、守口市子ども・子育て会議の傍聴に

ついてです。この資料は傍聴者にお渡ししている資料です。参考までに配付

させていただいたものでございます。
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以上でございます。

○会長 お手元の資料、そろっておりますか。大丈夫ですか。

事務局側も人事異動でかなり変わりましたよね。だから、若干、事務局側

の説明が抜けてたので、１つだけ、急に振ってごめんやけど、人事異動の委

員の挨拶をちょっとしていただけますか。お願いします。事務局。

○事務局 会長、済みません。そうしましたら、事務局側のほうも４月の人

事異動がございまして、一部配属がかわってございますので、ちょっと御報

告を申し上げます。私、引き続きこども部長をさせていただきます、大西と

申します。よろしくお願いいたします。

それから、こども部次長で、田中次長が配属になっております。それから、

こども政策課ですけれども、米田課長が政策課長として着任しております。

それから、政策課の辻本主任が引き続き政策課主任で拝任しています。それ

から、保育・幼稚園課の西口課長が、新たに保育・幼稚園課長という形で拝

任しております。それから、保育課の、保育・幼稚園課主幹で、松原主幹が

拝任しております。それから、同じく保育・幼稚園課の主任で、瀧口主任で

ございます。それから、子育て支援課ですけれども、昨年に引き続き、樋口

課長が配属されております。あと、放課後こども課なんですけれども、西川

課長が新たにこの４月から配属なってございます。それから、同じく放課後

こども課の有光課長代理です。

以上がこども部の、こちらが本庁に勤務しておりますメンバーでございま

すので、これからもよろしくお願いいたします。

○会長 ありがとうございました。急に振って済みませんでした。

そしたら、まず議題の最初の、１番目の、「特定教育・保育施設等重大事

故検証委員会委員の指名について」に入ります。事務局から説明をお願いい

たします。

○事務局 それでは議題１。

○会長 議題１というのは先にあれがあるのか。スケジュール等の議会運営

のことを先にやるのか。お願いします。済みません、飛ばしました。

○事務局 それでは御説明申し上げます。それでは、平成２９年度守口市子

ども・子育て会議のスケジュール及び運営事項についてのお願いについて御



- 7 -

説明申し上げます。お手元の資料５を御参照ください。

今年度の会議開催体制につきましては、現在のところ、本日の会議を含め

計４回を予定しております。今後の開催時期につきましては、第１９回会議

は８月上旬に、第２０回会議は１１月中旬に、そして第２１回会議は３月上

旬に行われているとしております。

今後の議題についてですが、第１９回会議では、もりぐち児童クラブの民

間委託についてと、「守口市子ども・子育て支援事業計画」第６章の平成２

８年度実績についてを。第２０回会議では、本日行う「守口市子ども・子育

て支援事業計画」第５章の進捗状況についての報告の取りまとめと、同計画

第６章の量の見込み、確保政策における中間見直しについての報告を。第２

１回会議では、特定教育・保育施設並びに地域型保育事業者の確認に係る利

用定員の設定についての意見聴取並びに変更についての報告を予定としてお

ります。

開催時期、議題につきましては、あくまでも現時点での予定であり、変更

等をさせていただく場合がございますので、御了承いただけますようお願い

申し上げます。

続きまして、運営事項について１点、事務局から委員の皆様にお願いがご

ざいます。御発言される際は必ず挙手していただき、会長からの御指名をお

受けになられた後に御発言していただきますよう、お願い申し上げます。ま

た、発言前に、できるだけ○○ですと名前をおっしゃってから発言していた

だくよう、お願い申し上げます。

以上で御説明を終わらさせていただきます。

○会長 何か質問ありますか。なければ、ちょっと順序を間違ってしまって

済みません。特定教育・保育施設等重大事故検証委員会委員の指名について

説明願います。

○事務局 それでは議題１、特定教育・保育施設等重大事故検証委員会委員

の指名について、御説明申し上げます。お手元の資料６を御参照ください。

前回の会議において、当該検証委員会委員の委員については、黒川委員、

里見委員、房岡委員に決定しておりましたが、先ほど御説明申し上げました

ように、里見先生が御逝去されましたことに伴い、守口市子ども・子育て会
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議条例第６条の規定に基づき、新たに小﨑委員と木下委員を指名しようとす

るものです。

以上でございます。

○会長 ありがとうございました。この件について、何か質問等ございませ

んでしょうか。なければこのままさせていただきたいと思うんですが、いか

がでしょう。反対ございませんか。

でしたら、今、御提案があったとおり、里見先生の御逝去に伴って変更と

いう形をとらせていただきたいと思います。申しわけございませんが、そし

たら、小﨑委員と木下委員にお願いしたいと思います。それと、房岡先生に

ちょっとだけ残っていただけますか。数分だけになると思いますけど、お願

いいたします。第１回の会議をしたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

そしたら、２番目の事項について、議題に移らさせていただきます。「守

口市子ども・子育て支援事業計画」第５章の平成２８年度進捗状況について

の説明に入りたいと思います。事務局から説明をお願いいたします。事務局、

お願いいたします。

○事務局 それでは議題２、「守口市子ども・子育て支援事業計画」第５章

の平成２８年度進捗状況について御説明申し上げます。

まず初めに、お手元の冊子、「守口市子ども・子育て支援事業計画」に基

づきまして、第５章、施策目標別の展開が策定された経緯について、その概

要を御説明申し上げます。

平成１５年に、次世代育成支援対策推進法が制定され、家庭、事業、行政

が一体となって次世代育成支援対策を推進し、健康で豊かな生活のための時

間を確保できる社会や、多様な働き方、生き方が選択できる社会の実現に向

けた取り組みを行うため、地方公共団体や一般事業主、特定事業主に行動計

画の策定が義務づけられました。なお、同法は１０年間の時限立法として制

定されました。

この法律によって、本市でも平成１７年３月に、守口市次世代育成支援行

動計画を、さらに５年後の平成２２年３月に、守口市次世代育成支援後期行

動計画を策定し、多様な次世代育成支援の取り組みを行ってきました。その



- 9 -

後、平成２６年に同法が改正され、有効期限が１０年間延長されるとともに、

市町村行動計画の策定は各市町村の判断に委ねられることとなりました。

そこで、本市では、子ども・子育て支援法で策定を義務づけられている、

市町村子ども・子育て支援事業計画を、次世代育成支援行動計画と兼ねるこ

ととし、第５章においてその内容を組み込まさせていただいております。こ

の第５章は、従来の守口市次世代育成支援行動計画の大部分を受け継ぐもの

となっておりますが、平成２６年度の守口市子ども・子育て会議において、

内容等について御議論をいただき策定したものとなっており、毎年度の進捗

状況については、この会議に報告させていただいております。

なお、事業数ですが、当初は１３５でした。その後、施策ナンバー１２－

２、２５－２及び６７－２の３事業が追加され、また、施策ナンバー４０、

４９及び５０番が欠番となったことから、現在の１３５事業となっておりま

す。また、当初の１３５事業のうち、３０事業については平成２６年度の計

画書策定時に議論ができず、議論を次年度に持ち越しました。

例えば、冊子の４７ページをお開きいただきたいと思います。施策ナンバ

ー２６、進路先訪問ですが、内容の欄に、「次世代育成支援行動計画で検

討」とあります。この事業につきましては、平成２７年度に守口市次世代育

成支援行動計画策定懇話会で議論を行い、平成２８年３月に策定された「子

ども・子育て支援事業計画分冊」に内容を掲載させていただいております。

なお、分冊に掲載された事業につきましては、今回の平成２８年度進捗状況

からの報告となります。

以上が、第５章が策定された経緯の概要でございます。

続きまして、本市の子ども・子育て支援事業計画の体系について、簡単に

御説明申し上げます。お手元の冊子４０ページを御参照賜りたいと存じます。

本市子ども・子育て支援事業計画ですが、基本理念として、子どもの豊か

な成長をともに支え育むまち守口を掲げております。そして、この基本理念

の実現に向け、６つの施策目標を設定しております。具体的に申し上げます

と、１、子どもの豊かな成長支援。２、子どもが安全に育つための環境づく

り。３、子どもの人権尊重と権利擁護の推進。４、子育てにゆとりが持てる

環境づくり。５、子育てと仕事の両立支援。６、地域力活用による子育て支
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援の６つでございます。

そして、それぞれの施策目標ごとに、市が推進していく項目を掲げており

ます。例えば、施策目標１、子どもの豊かな成長支援という目標を達成する

ため、市としては、１、子どもと母親の健康確保。２、就学前の教育・保育

の充実。以下、３から７まで、計７項目について、市として推進していくと

いう関係になっております。さらに、それぞれの推進項目ごとに、市が実際

に実施する事業、取り組みがぶら下がっているという形になっております。

この体系に沿って並べたものが、第５章の施策目標別の展開となっておりま

す。

続きまして、資料７－１に沿って、平成２８年度の進捗状況の公表までの

流れについて御説明申し上げます。資料７－１の公表までのスケジュール

（案）を御参照ください。

本日、７月６日ですが、当会議で各事業の取り組み内容等の現状を御報告

させていただいた後、８月上旬までをめどに、委員の皆様から御意見を頂戴

したいと考えております。意見の提出方法ですが、ページを１枚めくってい

ただくと、守口市子ども・子育て支援事業計画第５章平成２８年度進捗状況

についての意見書という紙がついているかと存じます。この様式を、会議終

了後に、委員の皆様にメールで送信させていただきますので、御意見のある

方は御記入の上、事務局まで御提出をお願いいたします。なお、提出は紙ベ

ースでも、データベースでも、どちらでも結構です。

委員の皆様からいただいた御意見を踏まえ、８月中をめどに、こども政策

課から各担当課へヒアリングを実施します。ヒアリング終了後ですが、精査

した評価シートを市ホームページに掲載し、市民の皆様から御意見を賜りま

す。期間は９月上旬から１０月中旬を考えております。その後、市民の皆様

からいただいた意見を踏まえ、担当課と再調整の上、１１月上旬開催予定の

第２０回子ども・子育て会議に報告し、１２月末までには市ホームページへ

掲載する予定としております。

続きまして、資料７－２に沿って、平成２８年度の取り組み内容と今後の

方針について、簡単に御説明申し上げます。この資料７－２、評価シートで

すが、平成２８年度の取り組み内容等をそれぞれ担当課が記入したものとな
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っております。時間の関係もございますので、何項目かを選んで説明させて

いただきます。

評価シートの２ページをお開きいただきたいと存じます。施策ナンバー１

２－２ですが、施策目標が「子どもの豊かな成長支援」、推進項目は「子ど

もと母親の健康確保」でございます。「不妊治療に関わる医療に対する費用

の経済的支援」といたしまして、平成２８年度から実施している事業でござ

います。

平成２８年度の取り組み内容ですが、子どもが欲しいと望んでいる夫婦に

対して、不妊かどうか正しく判断し、適切な治療を受ける機会を支援するた

めに、不妊検査及び不妊治療に要する費用の一部を助成しております。今後

の方針ですが、平成２８年度の申請件数は目標数に達しなかったものの、年

度の後半から問い合わせや申請数が増加しており、さらなる増加が見込める

ため、今後も継続していきます。

３ページに参りまして、施策ナンバー１６ですが、施策目標は「子どもの

豊かな成長支援」、推進項目は「就学前の教育・保育の充実」でございます。

保育教諭・幼稚園教諭・保育士の資質・能力の向上としまして、保育・幼稚

園課では、平成２８年度の取り組み内容として、市主催で保育教諭や幼稚園

教諭・保育士等を対象に研修会を実施しました。その他、大阪府主催の研修

会へ参加し、研修で学んだ内容について園内での共有を図りました。

今後の方針ですが、保育と幼児教育に区別するのではなく、全ての研修に

ついて、保育・教育の合同研修として総合的に捉え、保育教諭、幼稚園教諭、

保育士等の資質や技術の向上を図ってまいります。

次に、同じく施策ナンバー１６の学校教育課の取り組みですが、平成２８

年度は、幼稚園の園長及び教諭に対する研修会を実施しました。また、幼稚

園教諭・保育士などによる合同研修を開催するなどの取り組みを行いました。

今後の方針ですが、認定こども園の移行に伴う研修内容を充実させてまい

ります。

５ページに参りまして、施策ナンバー２５でございます。施策目標は「子

どもの豊かな成長支援」、推進項目は「生きる力を育む教育環境の整備」で

ございます。「小・中一貫教育の推進」としまして、全中学校区にて「めざ
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す子ども像」を共有し、「学びをつなぐ取り組み」や「育ちを支える取り組

み」など、校区で連携した取り組みを行いました。

今後の方針ですが、義務教育学校「さつき学園」の取り組みを普及させ、

全校区における小・中一貫教育のさらなる充実を図ってまいります。

次に、６ページに参りまして、施策ナンバー３１番でございます。施策目

標は「子どもの豊かな成長支援」、推進項目は「生きる力を育む教育環境の

整備」でございます。「図書環境の充実と読み聞かせ」といたしまして、保

育・幼稚園課では、平成２８年度に教育・保育施設において、地域コーディ

ネーターや中学生による絵本の読み聞かせを年に二、三回程度実施しました。

今後の方針ですが、回数をさらにふやせるように検討してまいります。

学校教育課では、各中学校区等に学校司書を配置し、学校図書館の環境整

理、子どもへの読み聞かせ等、読書活動の充実などに努めました。今後は学

校司書と連携をとり、読書活動等をさらに充実させてまいります。

また、生涯学習課では、ムーブ２１や文化センターで年間を通して子ども

たちが図書に触れる機会の提供を行いました。次年度以降も引き続き幼少期

から図書に触れる機会を提供してまいります。

８ページに参りまして、施策ナンバー４７ですが、施策目標は「子どもの

豊かな成長支援」、推進項目は「食育の推進」でございます。就学前におけ

る食育として、平成２８年度の取り組み内容ですが、市立施設においては給

食等を通して食に興味・関心を持つことができるような情報の提供、環境の

設定を行いました。また、各家庭とも連携をとりながら、食習慣や食に関す

る知識の普及を行いました。

今後の方針ですが、引き続きふだんの給食から食に対して興味を持つよう

な環境設定や日々の教育・保育の中で食育を行ってまいります。

続きまして、９ページに参りまして、施策ナンバー５２ですが、施策目標

は「子どもの豊かな成長支援」、推進項目は「特別な支援が必要な子どもへ

の対応」でございます。児童発達支援として、平成２８年度の取り組みとし

て、発達のおくれのある子どもたちのために保育や療育訓練等を行い、また

医療相談、発達相談、進路相談などを行いました。

今後の方針ですが、平成２９年度は認定こども園等と並行通園する児童の
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利用できる日数を広げていけるよう取り組みます。

１０ページに参りまして、施策ナンバー５９番ですが、施策目標は「子ど

もが安全に育つための環境づくり」、推進項目は「子どもの安全確保」でご

ざいます。「交通安全教室等の実施」として各担当課において、警察や民間

事業者、あるいは地域ボランティア等と連携協力し、交通安全指導を実施し

ました。

今後の方針としては、子どもの年齢や発達に応じて、指導内容を変えるな

ど、質の充実についても検討していきます。また、日々の保育・教育の中で、

交通ルールの指導ができるような体制についても検討していきます。

次に、同じく１０ページの施策ナンバー６１ですが、施策目標は「子ども

が安全に育つための環境づくり」、推進項目は「安全・安心まちづくりの推

進」でございます。「学校等の危機管理」ですが、保育・幼稚園課では平成

２８年度の取り組み内容として、市立施設においては危機対策の取り組みを

見直し、再検討を行うとともに、職員に周知、共有を行うなど体制強化に努

めました。また、防災訓練を各施設で実施しました。

今後の方針ですが、引き続き災害訓練を実施するとともに、危機管理体制

についても状況等に応じた検討を行い危機管理の強化に努めてまいります。

１１ページに参りまして、施策ナンバー６７－２ですが、施策目標は「子

どもが安全に育つための環境づくり」、推進項目は「子どもを取り巻く有害

環境対策の推進」です。情報モラル教育の推進としまして、教育センターに

おいて研修会や、要請があった学校への出前授業を実施しました。

今後の方針ですが、子どもを取り巻くインターネット環境の変化に対応し

て研修内容を検討していきます。

１２ページに参りまして、施策ナンバー６９ですが、施策目標は「子ども

の人権尊重と権利擁護の推進」、推進項目は「人権擁護の推進」でございま

す。「人権啓発のための講演会および研修会」として、平成２８年度の取り

組み内容は人権室が担当となり、市民を対象に、男女共同参画意識の推進、

障害者差別の解消に向けた取り組みの推進を目的として、「男女共同参画週

間記念のつどい」などを開催いたしました。

今後の方針ですが、インターネットによる人権侵害問題や、子どもの人権
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などにもさらに焦点を当てて研修を行ってまいります。

１３ページに参りまして、施策ナンバー８５ですが、施策目標は「子育て

にゆとりがもてる環境づくり」、推進項目は「子育てバリアフリーの推進」

です。「赤ちゃんの駅」の推進ですが、現在、公共施設及び民間施設の登録

件数は３２件あり、ホームページに赤ちゃんの駅マップを掲載し、利用でき

る施設の紹介をしております。また、市内でのイベント開催時、移動式「赤

ちゃんの駅」の貸し出しを行っております。

今後の方針ですが、公共施設については、統廃合されることにより減少し

ていく可能性があります。民間施設については、要綱に規定する登録の基準

を満たす施設が新たにできる情報があれば、「赤ちゃんの駅」の設置を推進

してまいります。

１５ページに参りまして、施策ナンバー９７ですが、施策目標は「子育て

にゆとりがもてる環境づくり」、推進項目は「子育て中の社会参加支援」で

す。「子育て短期支援事業（ショートステイ）」ですが、保育・幼稚園課で

平成２８年度から実施しております。４施設で実施しておりますが、利用実

績についてはありませんでした。

今後の方針ですが、平成２９年度以降、実施施設の増加を検討しておりま

す。なお、平成２９年度については、実施施設を４施設から５施設に増加す

る予定です。

同じく１５ページの施策ナンバー９９ですが、施策目標は「子育てと仕事

の両立支援」、推進項目は「親の就労と子育ての両立への支援の推進」でご

ざいます。「待機児童の解消」についての平成２８年度の取り組み内容です

が、私立幼稚園から幼保連携型認定こども園への移行が２園、幼稚園型認定

こども園への移行が１園あったことにより、２号・３号認定子どもの利用定

員が２３５名増加しました。既存の私立認定こども園の施設整備による２

号・３号の利用定員の増加は５４名。既存の私立保育所の施設整備による２

号・３号の利用定員の増加は２０名。新規の地域型保育事業を９園開設した

ことによる３号認定子どもの利用定員の増加は１４６名で、平成２８年度の

２号・３号認定子どもの合計利用定員増加数は４５５名となっております。

今後の方針ですが、平成２９年度に施設整備を行う私立の認定こども園へ
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の移行の促進及び既存認定こども園等における利用定員の拡充等により、２

号・３号認定子どもの利用定員の増加を行ってまいります。

１６ページに参りまして、施策ナンバー１１２の一番上の項目をごらんく

ださい。施策目標は「子育てと仕事の両立支援」、推進項目は「ワーク・ラ

イフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現」でございます。平成２８年度

の取り組み内容ですが、男女を問わず子育てや介護と仕事の両立を支援し、

多様な働き方改革の推進につなげ、よりよいワーク・ライフ・バランスの実

現を図るため、平成２９年３月に守口市内にテレワークオフィスを２カ所開

設いたしました。

今後の方針ですが、守口市テレワークオフィスのＰＲを行い、利用者の増

加を図ることで働き方改革を推進してまいります。

１７ページに参りまして、施策ナンバー１２０ですが、施策目標は「地域

力の活用による子育て支援」、推進項目は「世代間交流の推進」でございま

す。「「さんあい広場」等での世代間交流」ですが、平成２８年度の取り組

み内容として、さんあい広場等において、地域ボランティアの協力を得て、

高齢者と子どもたちとが、昔遊びや手芸遊び、その他クリスマス、七夕など

の年中行事、クラブ活動・芋掘りなどの野外活動等を通じて世代間交流を実

施しました。

今度の方針ですが、今後も活動の継続とともに活動内容の拡充を図り、高

齢者や地域の人々との交流を推進してまいります。

１９ページに参りまして、施策ナンバー１３０ですが、施策目標は「地域

力の活用による子育て支援」、推進項目は「子どもの居場所づくり」でござ

います。市立児童センターの事業ですが、市内在住の就学前児童のいる乳幼

児と保護者を対象に、離乳食の進め方、救急処置法などの講座を開催いたし

ました。また、就学前の乳幼児と保護者を対象に「絵本の時間」「なかよし

キッズ」「季節のおりがみ」を毎月開催し、親子のコミュニケーションを図

りました。

今後の方針としては、平成２９年度から広報、ホームページに続き、情報

誌「まみたん」にイベント、講座等の掲載依頼を行い、来場者人数の増加を

図り、さらなる子どもの健やかな育ちを支援してまいります。
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以上が事業内容の説明でございます。

以上、簡単な説明ではございますが、よろしくお願い申し上げます。

○会長 ありがとうございます。簡単にしていただいたけど結構時間がかか

って、それで、こども部以外の項目も結構ございますので、その部分は、事

務局としては今、対応が、答えられない、質問等に対してできないというこ

となので、それで、全体的なこととか、資料７－１のスケジュール表に関し

て、そういうことについて何か御質問等があれば、今後の流れとかそれに関

して、含めて、何かございませんでしょうか。

○委員 １つお聞きしたいんですけれども、このスケジュールですけれども、

公表までのスケジュール案の中で、きょう、７月６日は単に報告になってる

んですけれども、そしたら、私たちが来てる意味はないんじゃないですか。

資料を送ってもらって、これに対する意見をくださいだけでも済んでたんじ

ゃないですか。ちょっと、そこのことを教えていただきたいのと。

そもそもこの子ども・子育て会議は、子どもたちの保育の質を上げること

が目的で定められた法律に従ってやってるわけですよね。なのに、子どもの

保育環境のことについての報告がないというのはどういうことなんでしょう

か。ちょっと、その２点だけとりあえず教えていただきたい。

○会長 事務局。

○事務局 スケジュールで申し上げましたとおり、今回報告させていただき

まして、それに対して、１カ月ほど意見聴取の期間を設けております。私ど

もといたしましては、報告することにも十分意味があると思っております。

２点目なんですけど、ちょっと済みません、聞き取りづらかったんですけ

れども、保育の質が目的で、何がないとおっしゃってましたか。

○委員 そもそもね、子ども・子育て支援法に基づく基本指針というのが出

てまして、これに従ってこの子ども・子育て会議はできてるわけですよね。

○事務局 はい。

○委員 この中に、質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供という

のが一番最初の目標に挙げられてるわけですね。この、質の高い幼児期の学

校教育・保育の総合的な提供という部分についてよりも、どちらかといえば

次世代育成支援法で定められた内容のほうが、率としては、ほぼ９９％入っ
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てたと私は思うんですけど、２項目しか、この保育のことについては説明さ

れてませんよね。そこらはどうなんですか。

○事務局 本市の子ども・子育て支援事業計画の体系なんですけれども、子

ども・子育て支援事業計画の基本理念としては、子どもの豊かな成長をとも

に支え育むまち守口というのがあります。これを実現していく計画といたし

まして、昔からやっております次世代育成支援行動計画を踏襲するという形

にはなっておりますけれども、これはあくまでも必要だからといいますか、

子ども・子育てを考えていく上で必要ということで引き継がせていただいた

ものでございます。したがいまして、大部分、次世代育成支援行動計画を引

き継ぎますので、そこの報告に見えるかもしれませんけれども、体系的には

こちらの事業計画の中に位置づけられたものの報告という形になっておりま

す。

○委員 ここから離れても構わないので、子どもたちの保育環境の場での保

育の質の向上についての、今現在やっておられること、ちょっと報告いただ

けますか。

○会長 ちょっと補足しましょうか。ちょっとややこしい話なんですけど、

別冊の３章のこれ、さきに確認しようと思ってたんだけど、本編５章という

ことは、別冊３章を含むということやね。

○事務局 そうです。

○会長 だからこれ、文章として、恐らく５章についてというより、プラス

別冊３章という形になるんですね。

○事務局 そうですね。そうです。

○会長 それで、その別冊３章の３１ページから３４ページまでが全体の部

分になって、それで、このうち別冊のほうが、いわゆる次世代をあらわすわ

けです。要するに、就学前の話が本体です。本体で、こっち側が本体で、こ

っち側が次世代という感覚です。だから、分厚さといっても、こっちはあく

までも就学前が主なんです。量的に言うと。だから、先生おっしゃるように、

こっち側が私やってるんじゃなくて、厚さから言ってもこっち側のほうが分

厚いんですよね。

それで、どの部分をどうやったかというのを、この表が一番ある意味では
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わかりやすくて、全体を見るには、恐らくこの３１番から３４番までが、こ

れで、欠番とかいろんなことを含めて全部わかりやすい表だと思うんですね。

本体のほうが、そういう就学前の問題を扱うので。

だから、今、御説明いただいた中身を、これとこれと組み合わせて読んで

いただければ、就学前という位置づけのものと、次世代のものとがごちゃま

ぜになっているので非常にわかりにくいと思うんですけど、今、課長が説明

された中身、ほとんどが実は就学前です。

○委員 いや、私が言ってるのはそういうことじゃなくて、この中の、保育

の質の向上というのが。

○会長 いや、質の向上が全部を含めてです。

○委員 ということは、幼児期の教育ということ学校教育のこともここで特

定されてるんですか。そのことについては。

○会長 いや、それも含めてです。

○委員 そうですか。

○会長 うん、全てを含めて、そういう解釈をしております。だから、全て

を含めて、学校教育も保育も含めて、全てのことにおいての質の向上をやる

ために、いろんなことを、１つのことではなくて、いろんなことを組み合わ

せてやっていきましょうという、そういうスタンスでやってると私は理解し

てます。

○委員 いや、私、ちょっとそれはおかしいなと。済みません。

というのは、ファミリーサポートセンター事業が学校教育だと言われる。

○会長 それは違います。

○委員 違いますよね。

○会長 それは学校。

○委員 学校と言うことでしょう。

○会長 うん。

○委員 例えばこの本件でいきますと、６３ページ、全ての子育て家庭への

支援というところ。地域子育て支援拠点事業、これはわかります。次、子育

てファミリーサポートセンター事業、これは違いますよね。一時預かり事業、

わかります。休日保育事業、わかります。
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○会長 だから要するに、全部ばらばら。

○委員 じゃあ、私たちがやってる、幼稚園とか保育園についての質の向上

とかというところはどこに記載があるんですかということを聞いてるわけで

す。

○会長 いや、それはだから、ばらばらになってます。だから、１つではな

いんです。質の向上という１つのくくりではなくて、それをするために、例

えばいろんなことがある。それを、ばらばらのことを合わせて質の向上。１

つのことを、一元的に話をできることではないという、多元論的な考え方で

やるべきだと考えています。

○委員 おっしゃる意味はわかるんですけど。わかるんですけど、私が聞き

たいのは、じゃあ具体的にどうか。じゃあ、ちなみに言いますけれども、子

ども・子育て支援制度の概要版という、この一番最初のパンフレットですけ

ども、この中で、就学前の教育・保育の総合的な提供というのは、当然です。

基本指針では法の目的が、就学前の質の高い幼児期の学校教育・保育の総合

的提供となっているのですが、概要版では「質の高い」が消えています。そ

の次に、就学前の保育の量的拡大確保と就学前の教育・保育の質的改善とい

うことが書いてますよね。これもわかります。

でも、現実に、幼稚園、保育園、こども園になってるところの保育料がカ

ットされてる状況の中で、質的改善がされてるのかということを私は聞きた

いのです。例えば、２８年度は出ましたけれども、２９年度の方は出しませ

んという補助金があります。その補助金が維持されることで、例えば１０分

の１０出てたとします。それがカットされなくなる。あるいは施設が量的に

５つ増えることによって、例えば補助金が分散しますよね。同じ金額でも１

５分の１０ですよね。これは質がよくなってるのかということを聞きたいで

す。

○会長 ああ、そういう経済的な問題ということが。

○委員 だけじゃなく。

○会長 補助金の問題。

○委員 基本的な考え方がどうなのかということを聞きたいと言ってるので

す。
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○会長 そしたら、それは事務局、お願いします。

○事務局 今の補助金の関係も含めてなんですけれども、もともと、この子

ども・子育て会議につきましては、会長がずっとなさっていただいて、当初、

次世代の行動計画から引き継いで、幼児教育・保育だけに特化するような形

ではなくて、子どもの支援を主として、どういう形でサポートしていくのか

というところから起こってきているというところです。その中に、新制度と

して、子ども・子育て支援新制度という中で、大きく保育所・幼稚園の枠組

みが変わってきたという構図がございます。

しかし、その部分だけを、申しわけございませんが、この会議の中で特化

してというような形には、我々としては考えてないというところです。ただ、

今おっしゃられた、そしたら、今なさっていただいている幼児教育・保育の

部分をどうやって担保していくのかというところですけれども、それにつき

ましても、この計画の中の就学前の教育・保育の充実という部分でもって、

市のほうとしてはサポートしていくと。その中に補助制度というような仕組

みもありましょうけれども、それだけをというような形では、申しわけござ

いませんが、我々としては考えてないというところでございますので、御理

解をいただきたいと思います。

○委員 ということは、補助金をカットしても、ほかのことさえうまくなれ

ばいいと。トータルで見てくださいという話でいいと、という。

○事務局 補助金をカットというのが、非常に私としてもお答えしづらいと

ころなんですけれども、当初、それはいろいろ違う方面でも御議論させてい

ただいたところもございます。その中で、新制度のもと、幼児教育・保育に

ついては公定価格というものが国のほうで定められて、それが一定の指標に

なっているというところもございます。しかし、それだけではなくて、各自

治体、いろいろその取り組みの中で、補助制度なり、またほかの支援という

ものをしているところがございます。

そういった部分は、また我々としても考えてはいきますけれども、この場

でということにはなりませんので、申しわけございませんが、御理解をいた

だきたい。それ以外に、いろいろ、そこにあります教育・保育施設等での取

り組みですとか、異年齢の交流、世代間の交流、そういったものも含めて、
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幼児教育・保育の充実を図っていきたいというようなことで、この会のほう、

またこの計画のほうを策定させていただいておりますので、それの中で議論

のほうを進めさせていただきたいと考えてございます。

○委員 じゃあ、最後にちょっと私の考えを言わせていただけますか。

現実に、今いてる子どもたちの保育環境を最低限維持することは、行政と

してはお願いしたいなと思うんですけどね。そのためにお金も要ります。そ

れもわかります。それと同時に、ファミリーサポートセンター、いろんな事

業を実施されておるのもわかります。それを計画としてされたというのもわ

かります。

でも、現実問題として、環境が悪くなる部分ができてるのに、その説明が

ないのはなぜかということは聞きたいと思うんです。それと同時に、そのこ

とを、私たちは事業者として、補助金問題として目の前にありますし、先生

の採用のこともあります。質の向上のために研修しますと言うけれども、参

加できる先生がいなければ、質の向上もないわけですよね。

これは、私は市長の政策を批判しているわけではないし、無償化はすごく

いいことだとは思うんですね。ただ、そのやり方で、待機児がものすごいふ

えちゃってるんです。これからまだふえますよね。その中で、先生確保はど

れだけできるのかというあたりのこととかを考えない限り、質の向上とかと

いうことは無意味になってしまいますよね。そのことを、ここにいらっしゃ

る委員さんに知っていただきたい。それがあった上で、じゃあ具体的にどう

しましょうという政策の話を、実は私はここでするんだと思ってたんですよ。

それなしで、説明し、あと個別で意見をというのはどうなんですかねという

ことです。

そもそもが、きょうの、子ども・子育て会議というのは、ここにいらっし

ゃるそれぞれの専門の立場から子どものことについていろんなお話をしてい

ただく。だから、私はこの役職上、その話をしているというだけのつもりな

んですけれども。そういうことがここではされないのかをいうのが１つ目の

質問です。

今言ったように、それに絡んで、質をよくするために、本来だったらしな

いといけないことが、現実問題としていろんな課題として出てきてますよね。
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そのことを、市としてはわかった上でしゃべらなかったのか、意識していな

いのか、避けているのか、そこらがすごく気になるという話なんです。

○会長 １つ目の御質問に関してですが、やりたいと思います。やるべきだ

と思います。ただ、政策をするための会議だとは思ってません。それは正当

ではないので。だから、あくまでもここは諮問機関です、位置づけとしては。

だから、そういうふうな、意見を吸い上げる場であるというふうに考えてい

ます。だから、ここで大々的にディスカッションをするというのは必要だと

思いますけども、政策まで踏み入ってということはなかなか難しいとは考え

ています、個人的に。だから、その辺は御理解いただきたい。時間的な問題

もあるし。だから、絶対にこれをせえとか、そういうことまではできない。

それはできないので、その辺は。

○委員 じゃあ、別の市と全然違いますね。その市は、この問題をどうする

んですかと言ったら次の時に必ず投げてきますし、これについてこういうふ

うな政策をして進めたいんですけれどもどうでしょうかという、そこのこと

についての話し合いをしてたんですね。だから、報告されて。

○会長 いや、報告というかディスカッションはしますけど、あくまでも諮

問機関なので、政策までは踏み込めません。それが。政策ではないです。だ

から、要するに、言うたら悪いんですけど、ある意味で、こういう方向性を

持ってほしいというとこまでです。

○委員 でも、その方向性は出すんでしょう。事務局として。

○会長 いや、事務局ある程度は、今回のこれは、恐らく時間的な問題もあ

って、本来はこういうのはここでディスカッションすべきだと思いますけど、

時間的な問題があって報告だけに上がったんだと思います。これ全部やって

たらむちゃくちゃになります。

○委員 もちろんそうですね。

○会長 その辺を。

○委員 いや、だから、逆にさっきの質問をしたわけです。ことについては

どうなんですか。そういうことの報告とかはなくてもいいんですかというこ

とです。

○会長 それは、だから、していただければと思います。
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それで、２つ目は、むしろ向こう側がお答えする質問なので、避けてるの

かどうなのかということは、わかってて、その辺は事務局、はい。

○事務局 避けてるわけではございません。ただ、この子ども会議の中にお

集まりの委員さん方々、おのおのの立場、またその代表になっていただいて

いる方もございます。したがいまして、確かに保育の質、幼児教育の質、こ

れは非常に重要なことであるし、我々としても、事務局として、皆さんの御

意見を真摯に踏まえまして、今後この計画の中にも盛り込んでいきたいとい

うふうには考えてございます。

ただ、その部分だけに特化してというわけでもございませんので、そのあ

たりをちょっと御理解いただきたいと思います。

○会長 よろしいでしょうか。とりあえずは。

○委員 とりあえずは。

○会長 ほかに何かありますか。

○委員 ただいまの委員の御意見、私も感じたことなんですけれども、私も

去年入らせていただいて、各それぞれの専門の委員が、御自分の持っておら

れる専門の分野からこういう問題があるということを提示することはできる

けれども、それを細かく行政が、市議会にだしてして、よりよくしていくス

テップ、その１つのステップに乗って、自分が自分の持っている問題をここ

に上げられるものは上げたいなというふうな、そういう学びをしました。

ですから、委員もすごく、お互いに……したり、委員会したりして頑張っ

てきてるんですけど、私どもの幼稚園協会とか保育園協会とか、そこで話し

することとはちょっと別なので、そこのところの、きょうおっしゃった、多

市とは違うという。私は、それは知らないんですけれども、守口のあり方と

しては、私たちは私たちでこれを読ませていただいて感じたりすることを言

わせていただくという、それが自分たちの持ってる、ここに来る参加理由か

なって思っています。

以上です。

○会長 ありがとうございました。ほかに何かありますか。

１つだけ質問させてください。これに関してなんですけど、これ、一番右

側が方針になってますよね。なぜ方針という言葉を使ったか。目標にはしな
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かった理由って何かあるんですか。今後の方針というか、今後の目標とか。

それで結局は、実績のところは、言ったら悪いけど数字がちゃんと入ってる

んですよ。方針のところは非常に玉虫色です。

本来的にはですが恐らく今後の目標で、ここに数値入れるべきだと思うん

です。数値化すべきだと思うんですけど、その辺がきちっとされてないんで、

実績までは非常に数値をばんばん入れてて、それで方針のとこが非常に玉虫

色というか、悪く言えば、要するに役人用語というか、ごまかしたような形

で。さっき数値入れてたところは、説明あった中で１カ所ぐらいしかなかっ

たです。その辺はどうなんですか。希望としては、個人的には、ここにちゃ

んと目標設定の数値を入れてほしい。

○事務局 今回ですね、平成２７年度の進捗状況ということで、去年も実施

させていただいてて、１２月の会議で報告をさせていただきました。その際

に、委員の方々から、何でこの時期にするんやと。もうちょっと早い段階で、

前年度の実績なんだから、早い段階にできるんじゃないかという御意見をい

ただきました。

それを踏まえて、今回うちとしては、とりあえず、年度の早い時期に各課

に依頼して、依頼する期間も１カ月とわずかな時間しかなかったので、とり

あえずはこの項目を挙げさせていただいて依頼させていただきました。ただ、

ここからいろいろ委員さんに意見ももらいますし、市民からも意見をいただ

こうと思っておりまして、うちからもヒアリングを行う予定をしております。

その中で、この今後の方針について、先ほど会長がおっしゃられたことも踏

まえながら、数値もとったりとか、そういうことを考えていこうと思ってお

りますので。はい。今、現段階ということで、これからもっと精査して、数

字とったり、そういうのを検討していこうと思っておりますので、御理解お

願いします。

○事務局 若干補足させていただきますと、これは、行政が計画をつくると

きに常に問題になるのは、数値目標を入れるか入れないかということ自体が

よく問題になります。守口の計画の中でも、数値目標というのがもともとの

計画に入ってまして、何年度まで、大体目標はこんだけ達成するようにと。

それに対して、数値的に達成できてるかできてないかというのを客観的に、
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定量的に判断していくという、そういった傾向の強い計画もあります。

子ども・子育て会議の事業計画ですけれども、そもそもその数値が、もと

もとの目標数値というのが入っておりませんので、なかなか担当課も、当初

から嫌がったと思うんですけれども、現時点においても嫌がるんではないか

なという感じもあります。ただ、いただいた意見につきましては、そういっ

た意見もあるかと思いますので、できるだけ方針ではなく目標という形で設

定してくれませんかという形では投げかけていきたいなというふうに考えて

おります。

以上でございます。

○委員 今の会長の御意見には非常に賛同するんですが、兵庫県の子ども・

子育て会議の委員もやってるんですけれども、兵庫県は最初から数値を設定

するというのが前提になってます。だから、それはもう決まっていればする

ということやと思うんです。だから、ここで書いてるのは、方針は上段で方

針があって、具体的な目標値という２段かまえの考え方がないと、やっぱり

ＰＤＣＡやったときに、これ、多分また事後評価したときに、すごくしにく

いですよね。

だから、全てが数値化できるかどうかはまた別の問題ですけど、できると

ころからしていくとか。今度、評価のときに、できてる、できてないの判断

ではなくて、プロセスも踏まえた評価軸というのを、ゴールの設定を幾つか

しておかないと、永遠にこれが続くと、頑張ってますで話が終わっていくこ

とがすごく多いので、それをちょっと、これだけやっぱり時間をかけてつく

っていくのにはもったいないのではないかなというふうには思いました。

○事務局 今の御指摘いただいた点は、こども政策課として、この計画を進

捗管理する立場でございますので、実は常々もどかしく思っているところで

ございます。ですので、何とか、もうちょっと進捗管理を適切にできるよう

に、そしてＰＤＣＡサイクルを、庁内においてできるだけ適切に回していけ

るような形で、検討はしていきたいとは思います。よろしくお願いいたしま

す。

○委員 もう一点よろしいですか。

尼崎の委員もやってるんですけど、尼崎は自己評価を、自分たちがＡＢＣ
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Ｄで評価をするというのがあるんですけど、守口はあるんですか。これ、自

己評価を。

○事務局 今回、ここには自己評価のほうは載せてはいないんですけれども、

今後ですね、ヒアリング等行う中で、自己評価というのはつけようと考えて

ございます。

○委員 今までは自己評価がないということですか。

○事務局 去年は一応自己評価ですね、ＡＢＣぐらいの評価でさせていただ

いておりました。はい。なので、今年度も予定はさせておりますけれども、

申しわけございません、今回はちょっと載せてないです。

○事務局 若干補足させていただきますと、去年、自己評価をしたんですけ

れども、やはりもともとの数値目標等を定めておりませんので、自己評価が

まず本当に自己評価であって、ちゃんと評価できているかどうかもなかなか

客観的に見てわからないような評価になってしまったという反省があります。

それを踏まえまして、今回は２段階方式ということで、まず来年度の方針

という形で各課の方針を聞きまして、その後、委員の皆様から意見をいただ

いて、それをヒアリングに反映させていこうと。これはＰＤＣＡサイクルを

適切に回されてる市から見たらまだまだ不十分なものがあるかと思いますけ

れども、とりあえずはこの形で、去年とは、ちょっとだけブラッシュアップ

した形でやっていこうと考えている、そういった状況でございます。

以上でございます。

○会長 昨年度、自己評価は出たんです。それに対して、結構この会議では

否定的だったんです。要するに上がる。それで、やるんやったら第三者やれ

という、そういう意見も結構あったんですね。だから、それでそういうステ

ップでこういう状態になったという。だから、結構厳し目にやるべきだとい

うふうに一応考えております。どうしても甘く、甘くなってしまうので。そ

の辺はどうしても甘くなりますから。

○委員 単純な質問ですけれども、１５ページの９７の項目なんですけれど

も、今回、利用実績がないということで、子育て短期支援事業のショートス

テイを４施設で実施されているんですが、今後の方針で、実績がないのです

けれども１施設をふやして５施設にするということになっているんですけれ
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ども、このあたりは何か理由があって施設をこうされてるんでしょうか。

○会長 担当課がおりますので。

○事務局 ２８年度が４施設で、２９年度が５施設で一施設ふえましたとい

うことなんですけれども、このショートステイ事業につきましては、守口市

単独ではなくて、複数の近隣市町村も一緒に、委託事業として、この４施設

に事業を実施の委託しているという状況になります。ですので、当然、そこ

の市町村のお子さんが利用されたいときに、守口市からも行きますし、ほか

の市町村からも来ると。

ただ、施設でも多寡がありますので、利用したいいうものの、施設側の事

情としてお断りせざるを得ないということで、利用実績についてはなしとい

うふうな形で書かせていただいております。ただ、実際、利用したいという

お声は幾つか聞きますので、そういった点で４施設では足りないので、一施

設ふやさせていただいて５施設にしたというような状況でございます。

○会長 よろしいでしょうか。

実際に、そうしたら、利用したいという数字は出ないんですよね。だから、

これは施設側の事情で実績がないというふうに今聞こえたような気がすんね

んけど、逆に言うと、本市の人が利用したいという件数というのは拾えてい

るんですか。事務局。

○事務局 実際、利用されたいという人数については、ちょっと今のところ

把握はしていない状況です。

○会長 いいですか。

○委員 ショートステイが、多分、乳児院とか児童養護施設の施設というこ

とですよね。これ、思うんですけど、保護者の方、知らない方がすごく多い

んではないかと。だから、この利用実績なしの、もう少し原因を考えていか

ないと、その施設のミスマッチが原因で利用状況がないのか、周知ができて

ないのか。でも、利用実績がないので、必要がないのであれば、こんなもの

は入れる必要はないと思うので、何か、そこら辺がどういう理由でないのか

がわかってないと、その方針がやっぱりミスマッチになるのではないかなと。

より周知を徹底しますとか、どういうことを保護しますということも１つ入

れていかないと、実績がないのにふやしますというのだけを見ると、やっぱ
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り、先ほど委員がおっしゃったみたいに、ちょっと不誠実な感じがしたなと

思いました。

○会長 その辺はいかがですか。事務局。

○事務局 昨年度、１２月の議会で、１２月の子ども・子育て会議でも、議

員の方からですね、同じような御意見をいただきました。保育・幼稚園課と

しましては、現状、ホームページに施設の名称であったり、窓口の保育・幼

稚園課でやれることにつきましては載せさせてはいただいてるんですけれど

も、やはりまだ周知不足という部分は否めないかなということですので、今

後、保護者さん、市民の方にしっかりと周知ができるような方法を考えてい

きたいと思います。

○委員 関連したことばかり聞いて申しわけないです。これは、幼稚園まで、

就学前までしか利用できない制度ですか。というのは、本校の保護者さん、

支援学校の保護者たちはこのニーズが非常に高く、大阪府の知事部局に対し

て、こういったショートステイのできる施設をふやしてほしいというような

要望を毎年度上げているんですけれども。なので、多分知らないのか、支援

学校の児童・生徒は使えないというところなのか、今、わかれば教えていた

だけたらと思っています。

○会長 事務局。

○事務局 利用対象者につきましては、原則といたしまして、市内に、今、

守口市内に住所を置いてる５歳までの児童と。

○委員 そうですね、はい。

○会長 ほかに何かありますでしょう。

そしたら１つ、昨年度、特別委員会をつくって、養育のことをやって。そ

のときに、新たな事業として、こども園とか幼稚園・保育園の先生方の講習

会をかなり、亡くなられた里見先生の御尽力でそういうセッティングをした

んですけど、それの参加者とかは載ってるんですけど、それって反応として

はどうやったんですか。だから、新たにやった事業に関して、それとどうい

うフィードバックがかかってきたのかというのは、何かそのときにアンケー

ト調査したり、そういうことはしてるんですか。五、六回したんですよね。

河田先生、何回かしましたよね。この委員会で発案してやったことに対して、
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それがどうやったのか、その結果だけ教えていただきたい。でないと。あっ、

まだやってない。

○事務局 今の現状という形です。

○会長 はい。

○事務局 ２９年度から始まりまして、特別支援研修という形で計画を里見

先生と一緒に立てさせていただきました。まだちょっと、まさしく３回目で、

次、４回目を７月２０日に予定しているところでございます。１回の参加人

数が大体１００人超、１００から１２０人ぐらいの人数ということで、研修

に関してはすごく参考になったという御意見をたくさんいただいております。

ただ、数字的なものは、ちょっと保育所の所長の、研修委員のほうが所管し

ていますので、まだ始まったばかりですので、集計中でございます。

○会長 アンケート調査とかそういうのはしているんですか。後で。

○事務局 いえ、アンケート調査は実施しておりません。

○会長 してない。はい、委員。

○委員 今の研修の件ですけれども、まさにうちの子どもは公立の保育所に

通っていて、私立にちょっと民営化するところにいます。なので、今、そう

いう子どもたちもすごく気になってると思うんですけれども、私立の先生と

かは、今までに比べてふえたかどうか、どう感じていらっしゃるか、参加者

ですね。今までは公立の先生ばっかり、ほとんど、全体的に、ありますよと

言ったとしても公立の先生ばっかり参加されてるということで、じゃあ時間

帯をちょっと変更したりなんかして、参加していただこうという試みだった

と思うんですけども、ちょっと、アンケートとかとってないということでも、

実際見ていただいた感じでどうか教えていただきたい。

○会長 お願いします。

○事務局 大体、３回ぐらいの研修の様子ですけど、一応、市役所の１階の

大きなフロアで研修をしておりまして、大体、でも、先生が講義をしはる一

番前の中央のところを陣取ってはるのは、大体民間園さんの先生方が多くて、

それぞれ熱心に研修に参加しておられます。大体、公立の職員の人数も多い

ですけど、民間園さんの職員の人数も、昨年に比べたら見るからに多く参加
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していただいておりますので、熱心に障害児保育に関して勉強しようという

姿勢が、民間園さんの先生のほうからも感じたところです。

○委員 ありがとうございます。私立の先生方も、公立主導でうれしい部分

と、もっとこういうことをしたいんだ、そっちのためにお金欲しいんだと考

えてらっしゃる先生方もいらっしゃると思いますので、アンケートをぜひと

っていただいて、今後の希望とか方針とかをまた立てていただいたらと思い

ます。よろしくお願いします。

○会長 ほか、何かありますか。

○事務局 はい。先ほど来、この２９年度実施させていただいております特

別支援研修のほうでございますけれども、市のほうも一緒にさせていただい

ておりますけれども、きょういらっしゃっておられます認定こども園会さん

ですとか、また、私立の幼稚園会さんのほうも、今回は一緒に参画していた

だいて実施主体となってやっていただいているというのが実情です。そのよ

うなところからも、非常に御協力をいただいて、大変多数の人数の方々がお

受けいただいている。

また、その時間調整につきましても、認定こども園会さん、また私立幼稚

園会さんと御相談をしながら一定決めさせていただいた部分もございます。

そういったところからも、やはり非常にたくさんの方々に受講していただい

て、守口の幼児教育・保育の質を上げるために、本当に一生懸命やっていた

だいているというのが、私、何回か会場のほう寄せていただきましたけれど

も、そういうところを実際に感じさせていただいているところでございます。

以上でございます。

○会長 委員。

○委員 協会のほうも、今度研修をやらせていただくんですけれども、うち

の園もそうですけれども、子どもを預かる時間が結構長くなってしまったの

で、この時間帯でやります、この時間帯でやりますというように、時間帯を

動かして、繰り返していろいろやらせていただきそれはこの間、里見先生が

亡くなられたので秋元先生が、違う切り口でやってくださるので、秋元先生

の聞いたから行きたくないとか、それから、その時間だったら行きにくいと

か、あした、うちはその日は行事がありますとかで、結構本当に、やってみ
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たらやってみたで人員集めるのが大変という。それぞれに、それぞれのまた

協会で研修がありますし、これ、本当に難しいな質の向上、クオリティーを

上げないけないという、こういうガバナンスを持ってやってくださってるの

に、かなり丁寧かなと。でも、大分説得してますけど、ちょっと本当に実行

するのも難しい部分があるなとは思います。でも、やっていかないと。

○会長 いや、逆に言うと、難しい部分をフィードバックをかけていただい

て。

○委員 そうです。

○会長 それで、そうしないと、いつまでたってもできない、できないと。

○委員 ああ、そうです。

○会長 そうなるんで。その辺をフィードバックかけていただければと思う

んです。

○委員 じゃあ、それに関して。そのことを先ほど聞きたかったということ

です。先ほど言ったように、保育環境が低下する、先生がいないと環境が低

下しますよね。それの、先生の確保とか、そういうことは考えていらっしゃ

らないんですかというのが聞きたかったという話なんです。

○会長 それはフィードバックをかけないとしようがないので、そういうふ

うにしていただければと。だから、もうフィックスしてしまったから、余計、

ことしは動かせないです。だから、本年度欲を出せないから、来年度に向け

てどうするかという問題もあるやろうし、その辺は考えていただければ、ま

た議論していただければと思います。

○委員 先ほど、研修の後、アンケートとってないということなんですけど。

やっぱり行政のやることは、民間が自由にやることと意味が違って、行政が

やることは必ず自己評価をしないと、それがよかったのかどうかというのが

わからないというと、もう、アンケートをとるというふうに決めはったほう

が、先ほどおっしゃったみたいに。それが、課とか担当レベルでちょっとば

らつきがあること自体も、ちょっと問題ではないかというふうに思うんです。

その先生の評価であったりとか、研修される先生も非常にいろんな先生がお

られる中で、きちんとそのエビデンスをとっていかないと、次の選定であっ

たりとか組み立てとかが積み重ならないような気がするんですけど、それは
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そういうふうにされないですか。

○会長 どうされますか。事務局。

○事務局 今年度になりまして３回ほど開催させていただいている中で、き

ょう、委員さんの御意見で、アンケートですね。個人でとるという方法もあ

れば、園単位で来ていただいていますので、園単位で出していただくか、こ

れからちょっと工夫はせなあかんとは思うんですけれども、アンケートをと

っていく手法は４回目から導入していきたいと、かように考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。

○会長 よろしくお願いいたします。ほかに、スケジュール的にはこれでい

いですか。これ、まだ流動的な部分もあるんですね、少しは。要は、上旬と

か、上旬からものすごい広い範囲になってるんで。

○委員 そのことについてもう一つ。実は、今回初めてなので、何がどうい

う状況なのかわからないので、資料は早目にいただきたいということをお願

いしてました。この報告が出てるこの内容について御意見があればというこ

とで聞いてれば先に読めたんですけども、この資料を今日いただいて、これ

だけの内容とても読めないですよね。だから、必ず１週間、少なくとも１週

間前には資料を出していただきたい。このポイントでお話ししたいからとい

うことをまず言っていただかないと、私は今日ここへ来て何をするんやとい

うことの話しになってます。

特に、今回初めてだったので、他市でやってたのと同じように、ここで出

されたものに対して意見を言って、その質の問題を政策として見直し、修正

していただくとか反映させていただくというところの部分だと思ってたんで

す。申しわけないですけど、よろしくお願いします。

○会長 よろしくお願いします。よろしいですか。とりあえずこれでいいで

すか。だから、きょう資料いただいて、逆に言うと僕は、８月上旬ってほん

まにきちっと日にちを打っていただいたほうがありがたいと言えばありがた

いんですけど。はい、事務局。

○事務局 こちら、済みません、８月上旬という、８月にもかかわらずちょ

っと曖昧な表現になっておりますけれども、この会議が終わりまして、あす

に、先ほどデータでお送りしますと言ってましたけど、あすに意見書のデー



- 33 -

タを送らせていただきます。

○会長 これをやね。

○事務局 そうです、そうです。

○会長 これをメールで送る。

○事務局 はい。ちょうど１カ月にしようと思ってたんです。ですので。

○会長 １カ月。

○事務局 はい。７月７日に送りますので、８月７日、月曜日に。

○会長 までに。

○事務局 はい。決めさせていただきたいです。

○会長 これを、何枚書こうが好きなだけ。

○事務局 もう、好きなだけ書いていただいて。

○会長 書いて、返送してくださいと。だから、１カ月の時間を。それで、

その後、結構大幅な、上旬から末とか書いてあるのは、その都度どうするか

は連絡ください。きちんと、日程をきちっとフィックスさせたい。メールで

でもいいから。

○事務局 わかりました。ただ、ちょっと実務的にといいますか、ヒアリン

グなんですけれども、実は担当課との日程調整とか、あと、ヒアリングも１

回で終わるときと、そこがちょっと実は流動的なので。ちょっと、最初にフ

ィックス、例えば８月３１日までに必ず終わりますとか。多少の前後は必ず、

どうしても生じてくるということはあります。ですので、当初予定が決まっ

たときに入れさせていただきます。

○会長 はい。夏期休暇までには。

○事務局 ですので、あしたまた意見書を送らせていただきますけれども、

こちらをもうちょっと具体的にして、例えば８月３１日までとか、会議後、

意見の集約に関しましては８月７日までという形で、もうちょっときっちり

とした形で、目安ですけれども数字を入れさせていただいて送らせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。

○会長 また何か先に出たら、そのときついでにメールで送っていただけれ

ばと思いますので。一応、この議題はこれで終了させていただきたいと思い

ます。よろしいでしょうか。
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そしたら、その次の議題に移らさせていただきます。次は３番目の議題で

すけれども、「もりぐち児童クラブの利用に関するアンケート調査結果につ

いての報告」。それでは、説明を事務局のほうから、事務局お願いいたしま

す。

○事務局 では、お手元の資料８－１のアンケート調査結果の概要と、資料

８－２のアンケート調査結果報告書にございますとおり、本年度４月に市内

全小学校・学園の児童の保護者を対象に実施いたしました、もりぐち児童ク

ラブの利用に関するアンケート調査につきまして、その結果がまとまりまし

たので、この場をおかりして御報告させていただきたいと存じます。

まず初めに、もりぐち児童クラブ事業について、その概要を御説明させて

いただきます。本市では、児童が放課後等に小学校・学園の施設を利用して、

安全で安心して過ごせる環境をつくり、そして、地域との交流や遊びなどを

通じて、学年が異なる児童同士の交流活動を育成し、児童の創造性、自主性

及び協調性をはぐくみ、健全な成長発達を図るため、市内全１６小学校・学

園におきまして、もりぐち児童クラブ事業を実施しております。

この児童クラブには入会児童室と登録児童室の２つの機能があり、それぞ

れに学校の空き教室を活用した専用室を設置しており、活動場所は対象校の

専用室のほか、運動場、体育館などとなっております。入会児童室につきま

しては、利用対象者は１年生から３年生までの児童で、保護者が就労等で保

護・育成のできない児童とし、安全確保の保護機能を持たせた場を有料で提

供しております。登録児童室につきましては、１年生から６年生の児童など

とし、利用に際しては、子どもの預かりの場ではなく、各家庭の責任で利用

することを基本とした自主的な遊び場を無料で提供してございます。

続きまして、今回のアンケート調査の目的と調査内容について御説明させ

ていただきます。もりぐち児童クラブ事業は、本市における総合的放課後対

策の中心的事業として、平成１８年度に事業を開始し、１０年余り経過して

おります。この間、社会経済情勢の変化による就労形態の多様化など、保護

者を取り巻く社会環境が大きく変化する中、本事業に保護者が求めるニーズ

について調査し、今後の施策の転換に係る参考とするため、市内小学校の保

護者全員を対象にアンケート調査を実施いたしました。調査期間は平成２９
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年４月１７日から２８日までとし、各小学校・学園の御協力を得て全児童に

配布したアンケート調査票を、各小学校・学園内に設置いたしました回収箱

に投函していただくことで回収いたしました。

続きまして、調査結果の概要について御説明させていただきます。では、

お手元の資料８－１を御参照くださいますようお願いいたします。まず、１、

調査対象者でございますが、市内小学校・学園の１年生から６年生までの前

児童の保護者６，１７０人を対象とし、回答は３，８１７人、回収率は６１．

９％となりました。２、調査結果抜粋でございますが、アンケート調査につ

いては１２問ございましたが、そのうち保護者ニーズについては以下のとお

りとなってございます。①入会児童室を現に御利用されている保護者が、今

後、入会児童室に期待する項目として、開設時間の延長が最も多い回答とな

ってございます。また、②入会児童室を御利用されていない保護者が今後、

入会児童室に期待する項目として、学習支援の充実が最も多い回答となって

ございます。

この①におきまして最も期待されている、開設時間の延長についてでござ

いますが、保護者が希望する利用開始及び利用終了の時間につきましては、

以下の結果となってございます。まず、③の希望される利用開始時間でござ

いますが、現在、土曜日、長期休業日等の開始時間につきましては、それぞ

れ９時と８時３０分から開室しておりますが、それよりも早く開設してほし

いという御意見が、土曜日では約８５％、長期休業日等では約６３％ござい

ました。特に、８時から開室してほしいという意見が、土曜日、長期休業日

ともに半数近くを占めております。

次に、④の希望される利用終了時間でございます。現在、平日の長期休業

日等の終了時間につきましては、１８時に閉室しておりますが、１８時３０

分以降に閉室してほしいという御意見が、それぞれ約５０％ございました。

また、土曜日の終了時間につきましては、現在１７時に閉室しておりますが、

それよりも遅くに閉室してほしいという御意見が約７１％ございました。な

お、詳しい内容につきましては、資料８－２のもりぐち児童クラブの利用に

関するアンケート調査結果報告書でございまして、後ほど御確認いただけれ

ばと存じます。
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以上をもちまして、簡単ではございますけれども、もりぐち児童クラブの

利用に関するアンケート調査の結果報告とさせていただきたいと存じます。

よろしくお願いいたします。

○会長 説明いただきましたが、何かありますか。はい、委員。

○委員 幼稚園も、認定こども園、保育園も、今、早朝預かりというのを１

０年以上していますけれども、７時半から、幼稚園であっても預かり保育と

いうのを６時半まで。保育園ならば、認定こども、保育園ならば朝早いとい

うような、２号、３号で、８時前ぐらいに預かっておられるのもあります。

そういう現状を踏まえると、１年生の子どもが、朝、この時間になるまで

長期休暇のときは園に来るんですね。お母さんたちからもらわないで預かっ

てあげて、シルバーボランティア人材というのが学校へ連れていかれるんで

す。何で学校は朝もっと早くあけてあげないのかなというのが、私たちのず

っと現実にそういう子どもたち見てるというのが学校行くまででも怖いこと、

誘拐とかありますので、女の子のお母さんは本当に、低学年の間は特に思っ

ておられますし。

また、家に置いて自分が仕事に出られないということを言っておられるの

で、そのあたり、やっぱり現実、現状、幼稚園や保育園でさえも、すらも、

時間を早く、遅く頑張ってくれているところがあると同じにきちっとさせた

形で預かってあげていただきたい。特に、少子化になってからのほうが、何

かこう、子どもに対するいたずらとか、そういう事件も多うございますので、

その辺、考えていただければと思います。

○会長 ありがとうございました。事務局 何か。

○事務局 今、委員がおっしゃられたことにつきましては、まさしく我々も

今、現状、課題と認識しているところでございます。全国的に見ましても、

この大阪府内におきましても、この守口市の開設時間というのが、やはりそ

れに比べて短いといいますか、６時ということで、早く閉まってしまってお

ります。国のほうも、平成２７年の子ども・子育て新制度におきまして、や

はり小１の壁と申しますか、保育園で２０時まで受け入れていただいている

民間さんもございますけれども、いざ小学校に上がられた時点におきまして、

この放課後の子どもたちの居場所というのが、現状、今、１８時に閉めてお
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りますので、そのギャップという部分も出てきているところでございます。

今回、このアンケート調査を実施いたしまして、やはりその開設時間の延

長という部分につきましては、保護者の方が多く望んでいらっしゃるという

ことも改めて認識したところでございます。この課題につきまして、今後、

我々としてはどのように時間延長に向けて、また、ほかのさまざまなニーズ

というのもこのアンケートのほうでうかがい知ることができましたので、そ

のあたり、十分、今後、対応できるような形で検討していきたいと、今考え

ているところでございます。

○委員 確かにね、私も放課後児童クラブやってるので、６時じゃ難しいな

とは思うんです。ただ、それを拡張するというのは行政的にはしていかない

といけないことだろうなとは思うんですけれども、それの反面、社会的に子

どもの育ちについてのアピールを、ぜひ行政としてもやっていただきたいな

と思います。１０時ぐらいに２歳、３歳の子どもを連れて夜のお店に入った

りとかしてますよね。やっぱり、そういう育ちの中で育った子どもというの

は、時間的に遅くなってしまいますから、生活リズムが狂ったままでどんど

ん大きくなっていく。そうなったら、当然、朝は眠たいしというふうな、子

どもの育ちの問題も出てきますし。それと同時に、それで普通なんやという

ふうに保護者は思ってしまいはる。それが子どもの問題としてもう一つあり

ます。

それと、プレミアムフライデーみたいなことがありますよね。会社早く終

わるからちょっとゆっくりして帰ろうかと。じゃあ、そこで遅くなったとこ

ろで働いてはる人は子どもを預けてはるから、それを受けてる私たちはもっ

と遅くなってくる。そういうふうに、社会的な状況の中での子どもの育ちと

いうのをアピールすることを行政としては考えていただきたい。子どもが育

っていくために、よい環境でよいというふうなことは、当然、皆さん思って

らっしゃると思うんだけども、「その、「よい」というのは」どういうこと

なのかというのは、ぜひ行政としてはやっていただきたい。確かに、引き受

けはしますけれども、ここも考えてくださいよというような動きはしていた

だかないといけないのかなと思います。

○会長 ありがとうございます。
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○委員 このもりぐち児童クラブというのは、小学校の在籍の子どもだけし

か利用できないんでしょうか。市町村によっては、支援学校に在籍する子も

利用できるようにはなっているんですが、その辺はどういった制度になって

いますか。

○会長 事務局。

○事務局 もりぐち児童クラブ事業につきましては、冒頭、御説明させてい

ただきましたように、２つの機能がございます。このアンケートの中の入会

児童室という部分が、有料で月曜日から金曜日５，４００円、土曜日が１，

５００円ということで、受益者負担という中で子どもさんをお預かりして、

保育と遊び場の提供という中で運営してるところでございます。

今、現状ですね、小学校３年生まで御利用いただいてますとともに、いわ

ゆる夏休み、春休み、冬休みという長期休業日におきましては、小学校４、

５、６の高学年の障害を持たれている児童さんにつきましても受け入れをさ

せていただいているという状況となってございます。

片や、もう一つの機能でございますけれども、登録児童室につきましては

遊び場の提供ということで、イメージとしましては学校の空き教室、グラウ

ンドを活用して、学校の中に公園があるといいますか、遊び場をまさしく提

供する場となっています。こちらのほうは無料のほうで、いつ来ても、いつ

帰ってもいいという形で、小学校１年生から小学校６年生まで、登録してい

ただくことで御利用いただけるという形になっています。

しかしながら、こちらのほうが基本的には３歳のお子さんから保護者とと

もにということで御利用いただける形態になっておりますので、少し障害を

持たれているような児童さんにおかれましては、一応、保護者と一緒に来て

いただくような形で御利用いただいているというのが、今、現状でございま

す。

○委員 そうであれば、本校にもアンケートがあってもよかったのかなとい

うところがございます。感想を含めてなんですけども。あと、ニーズという

のを聞いていただくというのであれば、そうしていただけたらよかったかな

と、ちょっと残念でございます。

○委員 第１９回の子ども・子育て会議の議題として、民間委託についてと



- 39 -

あるんですけれども、もう民間委託の方向で、この時点で素案みたいなもの

を見せていただくということなんでしょうか。

○会長 事務局。

○事務局 今、現状ですね、アンケートのほう、実はこの会議、７月６日で、

一応公表させていただくということで、現状、今、市ホームページ等載せさ

せていただいております。やはりこちら、時間延長など、各種ニーズのある

中で、この課題に対してどう対応していくかという部分を、検討をまさしく

しているところでございます。この部分につきましても、平成２９年度の市

長の施政方針の中でも、民間活力の活用を念頭にという部分でも出させてい

ただいていたんですけれども。

今回のアンケート調査結果を踏まえまして、民間委託、民間活力という部

分で、早々にお示しできればということで、今、現状ですね、予定ではござ

いますけれども、早い時期８月上旬というふうには考えている次第でござい

ますけれども。やはりこの時期につきましては、このスケジュール表にもち

ょっと備考で書いてあるとは思うんですけど、変更する場合もございますの

で、このあたり、なるべく早く我々のほうとしてはきちっとした案を固めま

して、この場のほうでまた御報告させていただければと考えている次第でご

ざいます。

○委員 ありがとうございます。市民として、私は実際、入会児童、入会で

すね、を子どもにさせていますし、１年生の壁を実際感じています。８時半

からあくということで、もう８時前に子どもを家の外に出して、ここの辺で

待っときなさい。でも、時計、１年生に時計持たせて、で、それで実際に、

１年生、全然大丈夫だと思うんですけども、それでもという状態でした。

４月の１日から実際に行かさないといけないと、学校にもまだ、授業も始

まっていない段階でスタートするということでしたので、とても不安があり

ましたし、実際行ってみたら保育士にもびっくりしました。余りにも手薄と

いうんですか。保育所が手厚過ぎて、こんなもんなのというのが本当の実感

で。一応、学習の時間もありますが、宿題終わらずに帰ってくるということ

もしょっちゅうですし。６時に迎えに行って、そこから御飯を食べさせて、

宿題もさせてというすごく働きにくい状態でした。
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驚いたのは、１年生の最初の時点で、何ていうんですか、まだ外の、学校

の校庭を使えない、使い方を説明していないからということで校庭が使えな

かったんですね。ということは、もう朝の８時から、８時半から６時までず

っと部屋の中で、運動もできないしというような状況の中でテレビを見せた

り。本当に、保育所がどれだけありがたかったかということを、本当に実感

しました。質の向上ということですので、本当、私、一市民としては、公立

のまま進めてほしいと私は願っています。

というのも、大阪は学童発祥の地ですし、守口はすごく熱心で、学童祭り

というのも、御存じだと思うんですけどありまして、各学童が集まってみん

なでけん玉をしたりとか、各学校間の交流も盛んですし、また、それぞれに

保護者会があって、お泊まり保育とか、泊まりで連れていったり、ふだんで

きないことを休みのときにしたりというようなこともしています。民営化、

民間委託した場合に、してほしくないんですけども、する案を出していただ

くのであれば、そういったところをどういうふうに継承していけるのかとい

うことを考えていただきたいなというふうに思っています。

また、支援学校の、先ほど先生がおっしゃってたんですけれども、支援学

校に在籍する生徒なり、また支援の必要な、普通学級にいるけれども支援が

必要な子どもが入会児童で参加する場合、現在、今サポートされている先生

から直接聞いた話では、何でしたっけ、ほかの、それはそれで市が委託した

人がその支援の子を見るために、市が委託した人が、アルバイトみたいな人

がいて、それはまた別室でやるんだと。その支援員ですかね、の先生方は、

そこは違うからかかわれないという状況なんだということを聞きました。

そしたら、やっぱり支援の要る子どもたち、地域の中でやはり育ち合いを

してほしいのに、そんな別室で、別の場所で、それこそそういった遊びもせ

ずにというような状態は、ちょっと保護者としてはつらいなと思っています。

そういうのも解決していくような形での案をつくるのであればいただきたい

なとお願いします。

○会長 何かありますか。コメント。

○事務局 やはり、民間委託という部分で、最近ちょっと話が、いろいろ言

ってる中で、各保護者の方に御心配おかけしてるところがあろうかと思うん



- 41 -

ですけれども、やはり今おっしゃられましたように、守口の、昭和４１年を

源流とする学童保育でございますけれども、やはりそこで培ってきたさまざ

まな、けん玉１つにしてもそうでございますけれども、やはりそういった守

口のよいところを残しつつ、発展的に、より質を高めていうのは、我々考え

ておりますので、そういった、今おっしゃられた部分に十分お答えできるよ

うな形で、まさしく検討していきたいと思っているところでございます。

あともう一点、夏期休業中の障害を持たれたお子さんの件でございますけ

れど、やはり今、現状、小３までの方が使われてるということで、やはり小

学校６年生ぐらいになられますと、少しやはり体のほうも大きくなってこら

れますし。それでちょっと、そういった部分も配慮しつつ、また、やはり気

分が高まってこられた場面におかれましては、そういった部屋のほうを確保

させていただくという中で、学校のほうには今、現状、空き教室をお借りし

て運営をさせていただいているところでございますけれども、特に長期休業

のときになりますと、例えば支援学級とか、ほかの、いわゆる特別教室とい

う場所をちょっとお借りすることができますので、そういった形で、長期休

業に限りまして、小４、小５、小６の方、受け入れさせていただいていると

いう現状でございます。

昨年度は、今、委員おっしゃられましたように、民間の別の事業者のほう

に委託という形でお願いしてたわけでございますけれども、やはり偽装請負

とか、そういった種々問題の部分もございますので、本年度、２９年度にお

きましては、一旦また直営ということで、長期休業におきます高学年の受け

入れということでさせていただいておりますので、今年度におきましては、

現状の通常小３までの児童クラブとの指導パートナーと連携を図りつつ、事

業のほうを進めさせていただくことができるのかなというふうに考えており

ますので、御理解のほどお願いいただければと思います。

以上でございます。

○委員 この学童クラブについてちょっとお尋ねです。アンケートの２の学

習支援の充実が１２％で、決して高くはないと言いながら２位になってるこ

とって、実は今の学童の中では難しい面があるのではないかと思うんですが、

それについてどうお考えかが１点と。
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それから、今、学童は日本で本当にいろんな自治体が苦労してるんですけ

ど、基準ができて、定員４０人になってるので、守口の学童はその４０人が

守れてるのかどうかと、あと、資格者の問題が。必ず研修したら修了して資

格をということなんですけど、それがどれぐらいできてるのかを教えていた

だければと思います。

○会長 よろしいですか。

○事務局 現状、条例のほうで、児童クラブにおける基準という部分をもう

けさせていただいているところでございまして、おおむね４０名ということ

で規定させていただいている中で、私どもの児童クラブにおきましても、一

クラブ４０名という中で、一応、運用は心がけているところではございます

けれども、現状、待機児童を出さないという方針の中、させていただいてい

るところでございますので、そこの部分につきましては４０名を超えてる児

童クラブも存在してるという状況でございます。

○事務局 ちょっと今、申しわけございませんけれども、２８年度の５月１

日の部分でございますけれども、こちらのほうで申し上げますと、一応、現

状２１クラブございます中で、１０クラブが４０名の定員をちょっと超えて

る状況。あと、全体の、合わせてですね、専用区画１．６５平米ということ

で条例で定めさせていただいているところがございますけれども、８クラブ

という一応、専用区画が非常に広い児童クラブもございますので、そういっ

た分で、８クラブにおきまして、その１．６５を下回る形にはなっておりま

す。

あと、資格の件でございますけれども、一応、これも条例上におきまして、

放課後児童支援員という資格を有する者という中で規定しておりまして、今、

現状、２１クラブ掛ける２の４２名の、いわゆる、主に指導を、指導パート

ナーという形で私どもは呼んでおるんですけれども、その方たちにおきまし

ては保育士の資格でありますとか、幼稚園、小学校等々の資格を有してると

ころでございます。あわせて、放課後児童支援員の資格につきましては、移

行措置の部分がありますので、今、現状、大阪府の研修に行ってもらいまし

て、順次資格を取っていっていただいているというところでございます。

済みません、最後なんですけど、学習支援でございますけれども、今、宿
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題の支援といいますか、宿題を、まず学童の児童クラブのほうに来ましたら、

まず宿題を広げて、で、終えてから遊んだり、またおやつを食べたりという

中で、なかなか宿題のほう、今、委員もおっしゃられたように、もう一つ全

部が埋まってない状況も見受けられるという部分はございます。これはちょ

っと、現状になってしまってるんですけれども。

一方で補助金、国・府からいただいて事業を運営しているところでござい

まして、この中に、やはり学習塾そのものという扱い、それがメインになっ

てしまうと、なかなかちょっと補助金の部分と要件に合致しないという指摘

も受けるおそれがございますので、どこの自治体さんもなかなか、学習その

ものというよりは支援という形で、小１から小３、幅広い子もおりますので、

また塾みたいになってしまったらなかなか、せっかくの生活の場としての入

会児童室の機能が損なわれる部分もあろうかと思いますので、そこの学習支

援という部分は、どういった形でするのかというのは、なかなか難しい部分

もあるのかなというふうに認識はしております。

○委員 とはいえ、２１中１０個が基準を超えてるということは、簡単に言

うと、その条例を守っていないということですよね。多分、これは５年の経

過措置があって、今もう３年目で、あと２年後にそれを本当に解消できるの

かどうかというのは、やっぱり検討していく必要があるのかなというふうに。

もう、意見だけです。思いました。

○事務局 まさしく今、委員がおっしゃられた部分で、非常にこれも課題だと

いうふうに考えている部分もございまして。我々、条例上のほうもおおむね

４０人というところで、おおむねというのが何人、どこまで指すかというの

はございますけれども、１つ参考までに申し上げますと、一番多い児童クラ

ブで言うと約５０人ぐらいいるんですけれども、年間の利用率で申し上げま

すと八十一、二％というところで、５０掛ける８０％を掛けることで、大体

４０人という部分には落ちつくのかなという部分は考えているところでござ

いますけれども、やはり定員４０という中での５０人という部分でございま

すので、今後、これも１つの大きな課題として受けとめているところであり

ます。

○会長 委員。
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○委員 病児保育のことなんですけど、先ほど先生がおっしゃった、時間が

長いのも子どもにとってもすごく負担なんですけれども、お母さん、仕事を、

例えばフィンランドだったら、何歳までの子を持ってたら母親は何時間まで

しか働いてはいけないとか、アメリカに住んでたときにはそういうのがすご

くあって、ベビーシッターの設備もあったんですけど、日本というのは子ど

もが家で、例えば熱を出しました、お母さん、お父さんは仕事に行きます、

小学校の子たちはどこにも預かってくれるところがない。地方から転勤で来

られたお母さんは、おじいちゃん、おばあちゃんに頼もうにも頼めない。そ

れで、どこかそういうのを助けてくれるところはないですかって聞いてこら

れるんですけど、病児保育される方は余裕がないんですね。だから。

○会長 病児保育。

○委員 そう、病児保育こういう預かり。

○会長 預かりのような。

○委員 預かりでも。だけど、親が帰ってくる時間まで４０度の熱出して座

薬入れて、そのままちょっと熱が下がったからお母さん出かけていく。幼稚

園の場合も同じなんです。やっぱり中野こども病院キャンセル待ちとかいう

形で。そういったお話にも来たことあるんですけども、本当にウイルスがぶ

わあっと出て、ヘルパンギーナからアデノウイルスから、もう、次から次か

らあるんですけど、お兄ちゃん、お姉ちゃんがもらって、学校からもらって

下に幼稚園があるって形なんですけど、お兄ちゃん、お姉ちゃんはどうして

るんですかと言ったら、家で寝てますと。子ども、私どもの幼稚園で会った

子は中野こども病院でキャンセル待ち。で、お母さん、働いてるのであと２

日しか休みもないんですって。それまでに治りますかとか私に聞いてこられ

るので、私は。

○会長 話がずれてる。

○委員 ごめんなさい。登園許可証をもらってきてくださる、先生の、内容

も病院によっても違うので、小学校の先生も、学童に熱あっても来てる子あ

んねんって言ってられるんですよね。そこら辺、指導して、守口市としては、

例えばこの、午後に預かる子どもたちも含めて、病児保育というのは重なる

部分はありませんか。考えなくできない感染症とか。
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○会長 いやいや、若干ずれてるけど、学童クラブにおける病気の子をどう

するかという部分はどう考えるかということですね。。

○委員 もしよければ、私、児童クラブやってるので、ちょっとその状況だ

けなんで、一番聞きたかったんですが。

うちは門真児童クラブをやってます。受けてる子どもが１２０人です。基

準では４０人なんで、一応３グループに分けて運営するという形なんですけ

れども、実際には、部屋は４０人学級の部屋を廊下でつないで２つにしてい

ます。それだと基本は８０人なので、残る 40 人は別室で、ちょっと離れた

ところで指導という形でしております。全員が必ず来るわけではないので、

もう、１つの部屋でやってます。たしか、緩和基準で４０人だけれども５０

人ぐらいまではオーケーということがたしかあったということで、一応、１

００人ぐらいが１つの部屋で見られるという状況です。

病気のことについては、すぐに電話はお母さんに入れます。できるだけ迎

えに来てもらえるようにということで、お願いするしか仕方がない。それと、

ちょっとしたけがでしたら、児童クラブで見られる範囲、あるいはそれが難

しいと思ったら学校さんに協力をお願いします。それが難しいと思ったら病

院へ行きます。

ただ、その学校さんに協力を求めて協力してもらえるかというのは、校長

先生によります。私のところは校長先生が協力的なので、困ったことあった

ら、まず学校に協力を、相談をするという形で動いていただいています。

例えば、子どもが来ないんだということで慌てたときに、実際には子ども

が家に帰っちゃってたんですね、放課後。そのときに、来てない人の連絡が

ない。いや、それはえらいことやって、担任の先生がそのうちまで見に行っ

てくれたりとか、あるいはその近辺、もし外出てたらあかんいうことで指導

員が探しに行ったんですけども、そういうふうに協力していただける学校と

いうのはなかなか難しいというふうには聞いています。

校長先生によっては、砂ぼこりで目に砂が入って涙が出てるから、ちょっ

と目薬さしていただくことできませんかって、たまたまなんですけども、言

ったら、放課後児童クラブやからあかんと言われたという校長先生もいらっ

しゃる。そこらが、やっぱりかなり協力的にしていただけるかということが、
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福祉の部分と教育委員会の管轄という、組織が違うものが一緒のところにい

てるという難しさがやっぱりあるんです。

それと、例えばガラスを割ったとかいったとき、どちらが弁償するのとか、

あるいは保護者に請求を出す範囲はどこなのかという話も、学校さんと相談

する場合もあります。そういう意味でかなりあります。

それともう一つ問題なのは、時間が長ければ長くなるほど、職員の採用が

難しいです。うちは時給１，２００円で年間通じて募集を出してますけれど

も、来られません。資格があるのは絶対条件になります。基本条件になりま

すので、資格なしでもという問い合わせが来るんですけれども、やっぱり安

全を考えると資格ある人を採用ということになります。そうしますと、子ど

もさんが小学校ぐらい、あるいは中学校ぐらいの方の応募が極端に少ないん

です。学生であったり、子どもが大学生とかという年代の方たちが来るので、

もう年齢層ががんと離れてしまう、その難しさがあると。

それと、夏休み中だけ増員という話もさっき出てましたけれども、うちは

それで大失敗してました。ある程度、定期的に、継続的に来ていただける人

で運営がうまくいってたんですけれども、市のほうの委託で、夏休み中だけ

２０人増員してほしいということでした。だからそれに対する募集をかけた

んですけれども、応募者がなくて、学生さんでも構わないということで学生

に来てもらったら、全然、子どものかかわり方の認識が違うんですね。だか

ら、今までやってた動きがとれなくて、その後の立て直しがやっぱり、ずっ

と尾を引いてます。だから、一時的な増員というのは、理由があるとは思う

んですけれども、考えられたほうがいいかなと思います。

それと、そういう形で入ってきた子どもというのは、以前、利用してて夏

休み中だけという高学年の子が多いんですね。そうすると、今まで来てた先

輩やぞみたいなところがあって、ほかの子どもとのトラブルになるという問

題もありました。かなりいろんなことが起こる状況ですし、運営をうまくや

っていこうとすればするほど、やっぱり保育士不足の問題がここでも出てき

ます。長時間の開所ということになると応募がまた少なくなっていくという

可能性はあります。例えば、９時から５時の募集だったら応募はあるんだけ

れども、それより長くなると、極端に少なくなります、シフトは受けられま
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せんと言われる保育施設が募集しているのと全く同じ状況になります。

○会長 何かあります。その、病気の子どもに関する。

○事務局 病児保育なんですけども、まず、今回アンケートをさせていただ

いて、検討させていただいてるところです、根本はサービスの向上というこ

とがモットーでございます。その中で、今回アンケート調査をさせていただ

きまして、まずはできるところからということで、病児の部分につきまして

は、今現在のところは、課題としては認識いたしておりますけれども、ちょ

っと今回、この案の中には、今、そういうところは考えていないというのが

実情、現実でございます。よろしくお願いいたします。

○会長 ほかにありますか。

１つだけ。今、子どもの居場所づくりって大切だということですけど、例

えば寝屋川市はあの事件があって、子どもの事件があって、その後、実は教

育の予算以外に福祉の予算も合算して、実は居場所づくりをしたんです。だ

から要するに、今、行政的には恐らく縦割りの行政で、教育の部分と福祉の

部分と別の予算立てをしてるんですけど、その辺を合算して何かをするとい

うことは、事務局、どうですか。

○事務局 今おっしゃっていただいている、教育の部分と、どうしても保育

の部分と、これは。

○会長 福祉の部分があります。福祉の部分。

○事務局 福祉の部分と教育の部分と。

○会長 だから、ここの部分が、子どもの部分と福祉の部分は別の予算立て

が入ってるはずなんで。

○事務局 はい。今、現状でもそのようになってますし、上の、言ったら国

の仕組みも今、現状そうなっていると。非常に、今回の放課後こどもの関係

でも、教育委員会のほうといろいろ話はさせていただいているところです。

ただ、教育のほうも、やはり通常の学校生活を、子どもたちのスペースを

十分確保した中でやっていってる、やっていってあげたいというような思い

がある中で、なかなかやっぱり放課後こどものほうとの調整が難しいという

のが現状にあります。しかし、それにつきましては、これは部局を超えた中

で、教育委員会とも話をしながら、有効なスペースを使わせていただく。ま
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た、放課後こどもとしても、先ほど申しましたけれども、支援教室の部分な

んかを使わせていただくというようなことは、教育のほうとしても一定考え

ていっていただきたいというようなことを、我々としては今、調整をさせて

いただいているというところなんです。

それとまた、病児保育という部分なんですけれども、それについては今、

放課後こどもの段階では、今のところ、だんだんと年齢をとりますごとに、

やはり体も丈夫になってこられるというのが実情です。ただ、１年生、２年

生というところは、確かにそういう部分もあろうかなと思いますが、まだ今、

現状で、本市の場合ですけれども、先ほど委員がおっしゃられましたとおり、

認定こども園の中でも病後児保育をされておられる園が２園、私立でござい

ます。

この支援事業計画の中でも、まずもっては就学前の病児保育、病後児保育

の充実というところを含めさせていただいているというところでございます。

それについては、今後、我々としても考えていって、少しでも施設数をふや

していきたいという思いはありますけれども、まだ、小学生上がられた部分

についての保育という部分については、今のところちょっとまだそこまでの

域に達していないというのが実情でございます。

○会長 ほかに何かありますか。何かまた意見があったら、またこれ、どう

せ続くんですよね、この部分は。だから、アンケートをとられた根本的な理

由とか、それがある意味では民間委託も含めてのことだと思うので、その辺

を含めて、次回に聞くのでまた御意見があれば、一遍ちょっと考えてみてく

ださい。それで、いろんなことがあると思いますので。時間も結構進みまし

たので、一応、予定してた分はこれで終わりにしたいと思います。事務連絡

等、何かあるでしょうか。

○事務局 今後の会議日程でございますが、次回の第１９回守口市子ど

も・子育て会議は、先ほど会期スケジュールで御説明申し上げましたとおり、

８月上旬の開催を予定しております。あすにでも委員の皆様に日程調整の依

頼をメールにてさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願い

します。

あわせて、本日の会議で御説明させていただきました、平成２８年度の取
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り組み状況に対する意見書も送付させていただきますので、お手数をおかけ

しますが、御協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。また、本日

会議終了後に、引き続き、第１回特定教育・保育施設等重大事故検証委員会

を開催いたします。委員の方は残っていただきますようお願いします。

事務連絡につきましては以上でございます。

○会長 長い間、ありがとうございました。きょう、非常に暑い中お集まり

いただきましてありがとうございます。なかなか、進行が思うようにいきま

せんでして、時間もすぎて申しわけございません。そしたら散会とさせてい

ただきます。ありがとうございました。

○事務局 ありがとうございました。

◇ 午後 5時 15分 閉会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


